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Topology

I1J
KMLON
トポロジー

トポロジーは解の品質とコストに影響がある．まず，隣接する母集団が多いということは，

P 多くの種類の QRQRS を得ることのできる可能性がある
P 交配集団のサイズを小さくすることができる
P より高い通信コストが要求される
隣接する母集団の数を T とすると，交配集団のサイズ

UWVYX UOZ[ T
となり， \ 世代までの計算時間は，

]�U V�^`_Ya T ^`b
となる．
次に，例を示す．I%JcK�L \ は， N QRQ が d�e Jcf(g fihkj�l

ありの \�m�QRQnS g o つの母集団に a N a \ トポロジー p I%J
KMLRN
の真中 q での実行結果である．

解のクオリティは

r%sts pup [ Twvwx a N q UWV q
となる． pzy j�{�f}|�~��?j���g ��� q@�A�� � '�,��w��&('�-F$���-F��'�)�'���2
移住の方法を考えることも重要である．移住と個体の交換をどうするか…選択肢として

P ランダム
P 適合度に依存させる

などの方法が考えられる．
次の方法で，どのような結果になるのかを測定してみた．条件としては

P 毎世代ごとに移住を行う
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P N
個体の遺伝子は ��m�m�e J�f

P d つの隣接した母集団と移住を行う．
測定結果を，

I1J
KML?�
，

I%J
KML d ， I%J
KML � に示す．
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